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　1597 年 三木パウロ (1) らが処刑される〔二十六聖人殉教〕
　1612 年 家康がキリシタン禁制を表明。幕府が有馬領などにキリシタン禁令を発布　　　 
　1614 年 在日イエズス会士らを国外追放、禁教令が全国的に発布され弾圧が強まる
　1622 年 イエズス会士Ｃ・スピノラ (2) ら 55 名が処刑される〔元和大殉教〕
　1630 年 幕府により、キリスト教関係書籍の輸入が禁止される〔寛永禁書令〕
　1633 年 中浦ジュリアン (3) らが殉教
　1639 年 家光が諸大名にキリシタン禁制を厳命
　 幕府により、キリシタン禁制とポルトガル船の来航が禁じられる
　1644 年 国内最後の神父である小西マンショが殉教  -----------（B）
　1654 年 幕府により、キリシタン禁制の高札が立てられる
　1873 年 キリシタン禁制の高札が撤去される ----------------------（C）













































(5) 宮崎賢太郎『カクレキリシタン』長崎新聞社、2002 年、21 頁。以下、本稿における引用中の下線および 
　〔〕括弧内の補足は筆者による。
(6) 宮崎賢太郎『カクレキリシタンの信仰世界』東京大学出版会、1996 年、241 頁。



































































































(15) 森本あんり『アジア神学講義―グローバル化するコンテクストの神学』創文社、2004 年、7-8 頁。
　（）括弧内の補足は筆者による。
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師』（1592 年刊）は、グラナーダ Luis de Granada（1504-1588） 著の『信仰要義序説』（Introducción 
del Símbolo de la Fe、1582 年刊）からの抄訳であるが、そうした書物の日本への導入は非常に迅
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　マリンズは、「土着化」という言葉には「正統からはずれた宗教統合の諸形態」を指すような「否定的な含
　み」があることを紹介している。
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